
の
戦国合戦絵巻！



　

10
月
31
日
（
土
）
か
ら
11
月
15
日
（
日
）
ま
で
第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま

２
０
１
５
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

31
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
鹿
児
島
・
種
子
島
・
奄
美
大
島
の
３
会
場
で
同
時
開
催

さ
れ
、
種
子
島
高
校
・
種
子
島
中
央
高
校
の
２
年
生
が
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
て

き
た
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

西
之
表
市
主
催
の
事
業
は
２
つ
。
10
月
31
日
か
ら
11
月
３
日
ま
で
市
民
体
育
館
を

中
心
に
開
催
さ
れ
た
『
華
道
の
祭
典
ｉ
ｎ
種
子
島
』
で
は
、
鹿
児
島
県
下
の
華
道
家

の
作
品
約
２
６
０
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
31
日
の
華
道
家
元
池
坊
次
期
家

元
池
坊
由
紀
氏
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
種
子
島
の
花
材
を
使
っ
た

作
品
２
点
が
生
け
ら
れ
ま
し
た
。
期
間
中
行
わ
れ
た
生
け
花
体
験
教
室
は
大
盛
況
。

た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し
、
各
流
派
の
先
生
方
に
教
わ
り
な
が
ら
楽
し
く
花
を
生
け

ま
し
た
。

　

11
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
黒
潮
文
化
交
流
の
祭
典
の
目
玉
は
、
２
０
０
名
の
市
民

が
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
参
加
す
る
大
迫
力
の
合
戦
劇
。
講
談
師 

神
田
陽
子
氏
の
テ

ン
ポ
の
良
い
語
り
に
合
わ
せ
、
鉄
砲
伝
来
か
ら
大
阪
夏
の
陣
ま
で
の
様
子
を
表
現
し

ま
し
た
。
殺
陣
専
門
の
役
者
の
見
事
な
演
技
に
は
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
。
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
鉄
砲
隊
に
よ
る
迫
力
満
点
の
火
縄
銃
試
射
で
は
、
多
く
の
観
客
は
轟

音
に
驚
き
思
わ
ず
耳
を
覆
い
ま
し
た
。
参
加
者
も
観
客
も
一
体
と
な
っ
て
楽
し
む
合

戦
劇
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
ギ
タ
ー
・
マ
ン

ド
リ
ン
を
使
っ
た
演
奏
や
商
工
会
に
よ
る
お
楽
し
み
抽
選
会
、
安
納
い
も
ス
イ
ー
ツ

サ
ミ
ッ
ト
の
表
彰
な
ど
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
11
月
７
・
８
日
に
は
、
鹿
児
島
お
手
玉
の
会
に
よ
る
お
手
玉
遊
び
の

祭
典
Ｉ
Ｎ
西
之
表
を
開
催
。
上
西
小
学
校
の
児
童
ら
が
こ
の
日
に
向
け
て
練
習
し
て

き
た
お
手
玉
の
披
露
や
認
知
症
予
防
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
お
手
玉
遊
び
の
紹
介
・

体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
８
０
０
０
人
を
超
え
る
方
々
が
会
場
に
足
を
運
び
ま
し
た
。
沿
道
は

き
れ
い
な
花
で
彩
ら
れ
、
ま
た
種
子
島
高
校
の
１
年
生
が
生
け
た
作
品
が
市
街
地
の

店
等
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
の
協
力
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
支
え
ら

れ
、
華
や
か
に
大
成
功
の
国
民
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

第 30回国民文化祭・
　　　　かごしま 2015

ト

華道家元池坊次期家元池坊由紀氏華道家元池坊次期家元
池坊由紀氏



講談師：神田洋子さん

マリオネット



　

市
で
は
、
11
月
１
日
付
け
で
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
『
西
之
表
市
財
政
事
情
』
を
公
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
皆
様

に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国 

・ 

県
の
補
助
金
等

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き

毎
年
５
月
と
11
月
の
２
回
公
表
す
る
も
の
で
す
。

　第 5次西之表市長期振興計画（後期計画）がスタートした平成 26年度は、重点推進項目である「雇用
の創出、子育て支援、地域の再生」に加え、中心市街地から市内全体への回遊として「にぎわい創出」と
元気の源となる「人づくり」を中心に、各分野における諸施策の展開を図りながら行財政基盤の強化に努
めてきました。国においても、人口減少・超高齢化社会という直面する大きな課題に対し、「まち・ひと・
しごと創生本部」を設立し、若い世代の地方での就労、結婚・子育ての希望の実現、東京一極集中の解消
や各地域の特性に即した地域課題の解決を視点として魅力あふれる地方の創生を目指しています。

　平成 26 年度の一般会計決算額は、歳入 10,411,476 千円（対前年度比 741,896 千円、7.7％増）、歳出
10,142,921 千円（対前年比 1,038,406 千円、11.4％増）で、このうち翌年度に繰り越すべき財源63,197
千円を差し引いた実質収支額は、205,358 千円の黒字となりました。前年度に比べ、歳入・歳出決算額と
もに大幅に増加しました。その主な要因は、汚泥再生処理センター整備事業による逓次繰越分や湊漁港関
連ほか災害復旧費、消防施設整備費などによるものです。　

Ⅰ　平成 27 年度一般会計予算の状況
　　（9月補正後）

民生費
3,475,870
31％

総務費
1,910,409
17％

公債費
1,140,200
10％

衛生費
1,953,862
17％

教育費
725,845
6％

農林水産業費
903,990
8％

その他
1,246,883
11％

地方交付税
4,099,831
36％

市税
1,338,715
12％

国庫支出金
1,491,463
13％

市債
1,794,660
16％

県支出金
1,140,987
10％

その他
1,249,321
11％

諸収入
242,082
2％

歳入（内側）
歳出（外側）
（9月補正予算後）
11,357,059 千円

区　分 平成 27 年度
予算額 執行額 執行率

一　般　会　計 11,357,059 3,861,606 34.0
　
特
別
会
計
　

簡　易　水　道 155,216 32,465 20.9
国民健康保険 3,044,883 1,279,048 42.0
交通災害共済事業 2,854 721 25.3
地方卸売市場 534 14 2.6
介　護　保　険 2,063,602 864,637 41.9
後期高齢者医療保険 220,663 64,900 29.4

計 5,487,752 2,241,785 40.9
合　計 16,844,811 6,103,391 36.2

一般会計（繰越分） 1,560,751 463,073 29.7
合計（繰越分を含む） 18,405,562 6,566,464 35.7

地方交付税の内訳　（千円）
普通交付税：3,705,091

特別交付税：    394,740

市税の内訳　（千円）
市民税　　：545,610

固定資産税：584,406

軽自動車税：   53,534

市たばこ税：131,998

都市計画税：   23,167

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
行
政
経
営
課
財
政
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
１
０
・
２
８
０

各会計別予算の執行状況（平成 27 年 9月末現在）

西 

之 

表 

市 

の 

台 

所 

事 

情

単位：千円、％



（千円）

地方交付税
4,125,404
40％

市税
1,383,536
13％

国庫支出金
1,756,030
17％

県支出金
771,708
7％

市債
884,056
8％

その他
1,314,065
13％

諸収入
176,677
2％

民生費
3,147,393
31％

総務費
1,658,393
16％公債費

1,098,294
11％

教育費
727,971
7％

衛生費
1,350,532
13％

その他
1,480,796
15％

農林水産業費
679,542
7％

（千円）

【歳入分析】
①地方交付税・・・対前年比△ 100,577 千円（△ 2.4％）
となりました。内訳は、普通交付税が 3,575,159 千円（4
年連続マイナス）で特別交付税は 550,245 千円です。
②市税・・・対前年度比＋ 916 千円（＋ 0.1％）とな
りました。主な増の要因は、固定資産税（家屋分）です。
内訳は、市民税 565,450 千円、固定資産税 606,788 千円、
軽自動車税 52,623 千円、市たばこ税 134,348 千円、都
市計画税 24,327 千円となります。
③国庫支出金・・・対前年度比＋ 156,600 千円（＋ 9.9％）
となりました。主な増の要因は、国の経済政策である
がんばる地域交付金や臨時福祉給付金等、ほか継続事
業として社会資本整備総合交付金や災害復旧などで
す。
④県支出金・・・対前年度比＋ 30,077 千円（＋ 4.0％）
となりました。主な増の要因は、鳥獣被害防止対策交
付金や青年就農支援交付金などです。
⑤市債・・・対前年度比＋ 229,485 千円（＋ 35.0％）
となりました。主な増の要因は、消防無線デジタル化
事業や消防救助工作車購入事業、汚泥再生処理セン
ター整備事業などです。

【歳出（目的別）分析】
①民生費・・・対前年度比＋ 123,206 千円（＋ 4.1％）と
なりました。主な増の要因は、子育て及び臨時福祉給付
金や私立保育園児童委託措置費などです。
②総務費・・・対前年度比△ 204,465 千円（△ 11.0％）
となりました。主な減の要因は、基金の積立てです。
③公債費・・・対前年度比△ 71,340 千円（△ 6.1％）と
なりました。主な減の要因は、過去の借入金返済終了及
び繰上償還による影響です。
④教育費・・・対前年度比△ 60,836 千円（△ 7.7％）と
なりました。前年度にスクールバスを購入したためです。
⑤衛生費・・・対前年度比＋ 706,707 千円（＋ 109.8％）
となりました。増となった大きな要因は、汚泥再生処理
センター整備事業が逓次繰越されたためです。
⑥農林水産業費・・・対前年度比＋ 45,005 千円（＋ 7.1％）
となりました。主な増の要因は、鳥獣被害防止総合対策
事業やさとうきび生産効率化事業などです。
⑦その他経費・・・消防費が対前年度比＋ 197,474 千円
（＋ 49.7％）となりました。消防無線デジタル化事業や消
防救助工作車を整備したためです。

Ⅱ　平成 26 年度一般会計決算の状況

歳入決算額
　　　10,411,476 千円

歳出決算額
　　　10,142,921 千円



区　分 平成 26 年度決算額 翌年度へ繰越
すべき財源 実質収支歳入 歳出 差引

一　般　会　計 10,411,476 10,142,921 268,555 63,197 205,358
　
特
別
会
計
　

簡　易　水　道 198,161 194,419 3,742 900 2,842
国民健康保険 2,730,001 2,662,557 67,444 0 67,444

交通災害共済事業 2,178 2,094 84 0 84
地方卸売市場 1,627 1,593 34 0 34
介　護　保　険 2,006,866 2,005,550 1,316 0 1,316
後期高齢者医療保険 212,620 211,644 976 0 976

計 5,151,453 5,077,857 73,596 900 72,696
合　計 15,562,929 15,220,778 342,151 64,097 278,054
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【単位：百万円（地方債残高）】【単位：百万円（地方債発行額・公債費）】

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

地方債発行額

公債費
（元利償還金）

地方債残高

各会計別の決算状況

地方債発行額及び残高、公債費（元利償還金）の推移

【単位：千円】

平成 26 年度

【分析】　 
　地方債（借入金）発行の抑制や繰上償還等により、地方債の残高は
年々減少しています。　
　平成 13 年度末には 175 億円もの残高でしたが、平成 26 年度末に
は 98.8 億円となり約 76 億円（43％）の縮減を図りました。 　
　地方債発行額は、平成 17 年度以降行財政改革により財政健全化に
取り組むこととし、毎年概ね 7億から 8億円の範囲内で新規の発行を
してきました。しかしながら平成 27 年度は、汚泥再生処理センター
整備事業や防災拠点施設改修事業などに加え、平成 26 年度の繰越事
業（災害復旧事業など）により、多額の発行額が見込まれます。 　
　公債費（毎年の返済額）は、平成 21 年度から平成 24 年度まで繰上
償還を実施したこともあり、平成 15 年度の 21 億円をピークに毎年減
少し続け、平成 26 年度は 11 億円となっています。



　

熊
毛
地
域
の
豊
か
な
農
林
水
産
物

資
源
や
技
術
を
活
用
し
た
新
し
い
特

産
品
の
開
発
や
地
域
資
源
の
掘
り
お

こ
し
、
県
内
外
に
発
信
す
る
た
め
、

熊
毛
地
域
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

食
品
部
門
、
工
芸
品
部
門
、
地
域

限
定
部
門
の
３
つ
の
部
門
を
設
け
83

点
の
応
募
が
あ
り
、
本
市
か
ら
６
品

が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
食
品
部
門
】

①
月
窓
茶

　
《
赤
尾
木
城
文
化
伝
承
館
月
窓
亭
ひ

と
つ
葉
の
会
》

【
工
芸
品
部
門
】

②
草
木
染
裂
き
織
バ
ッ
グ
（
再
生
）

　
《
陶
染
工
房
美
ほ
う
庵
》

③
フ
リ
ー
カ
ッ
プ
『
た
ね
た
ね
』

　
《
能
野
焼
福
元
陶
苑
》

【
地
域
限
定
部
門
】

④
ビ
ー
チ
グ
ラ
ス
箸
置
き
５
個
セ
ッ

ト
（
再
生
）

　
《
陶
染
工
房
美
ほ
う
庵
》

⑤
味
わ
い
島
茶
セ
ッ
ト

　
《
種
子
島
松
寿
園
》

⑥
種
子
島
発
黒
糖
パ
イ

　
《
有
限
会
社
ブ
ン
カ
ド
ウ
》

①③⑤

②④⑥

熊
毛
地
域
特
産
品

コ
ン
ク
ー
ル
に

本
市
か
ら
６
品
が
入
賞

優
秀
賞

　

10
月
27
日
に
社
会
福
祉
法
人
百
合
砂

（
理
事
長
：
田
上
容
祥
）
が
西
之
表
市

と
立
地
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

診
療
所
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
障
が
い
者
支
援
事
業
カ
フ
ェ
や
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
医
療
福
祉

施
設
の
新
設
に
よ
り
、
医
療
及
び
福
祉

の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

調
印
式
で
は
長
野
市
長
と
田
上
理
事

長
が
地
域
医
療
及
び
福
祉
の
貢
献
の
た

め
、
相
互
協
力
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

約
束
し
ま
し
た
。

　

田
上
理
事
長
は
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
事
業
（
企

業
の
社
会
的
責
任
）
の
１
つ
と
し
て
、

在
宅
医
療
を
は
じ
め
る
。
地
域
の
高
齢

者
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
取
り
組
み
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　市では、市内に事業所を新設、または増
設し、新規雇用が３名以上見込まれる事業
者に対し、立地協定を締結することで奨励
金の交付などの優遇措置を行なっています。

■問い合わせ先
　市役所経済観光課商工政策係
　℡ 22‐1111 内線 274

社
会
福
祉
法
人
百
合
砂
と

立
地
協
定
を
締
結

　

10
月
29
日
に
株
式
会
社
國
上
屋
（
代

表
取
締
役
：
中
村
啓
介
）
が
西
之
表
市

と
立
地
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

鴨
女
町
に
新
た
に
調
剤
薬
局
を
開
設

す
る
こ
と
で
、
地
域
医
療
へ
の
貢
献
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

調
印
式
で
は
長
野
市
長
と
中
村
代
表

が
地
域
医
療
の
貢
献
の
た
め
、
相
互
協

力
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
ま
し

た
。

　

中
村
代
表
は
「
地
域
医
療
貢
献
の
た

め
、
従
業
員
一
同
頑
張
り
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。 株

式
会
社
國
上
屋
と

立
地
協
定
を
締
結

　市では、市内に事業所を新設、または増
設し、新規雇用が３名以上見込まれる事業
者に対し、立地協定を締結することで奨励
金の交付などの優遇措置を行なっています。

■問い合わせ先
　市役所経済観光課商工政策係
　℡ 22‐1111 内線 274



試験区分 採用予定人員 職務内容 受　験　資　格

一般行政職

上級（大卒）

3名程度
一般事務に
従事します。

昭和 56 年 4月 2日（34 歳）から昭和 61 年 4月 1日（30 歳）
までに生まれた者で企業・団体等における職務経験を 5年以
上有する者

中級（短卒）

初級（高卒）

建築技術職

上級（大卒）

1名程度
建築技術の業務に
従事します。

昭和 46 年 4月 2日（44 歳）から昭和 61 年 4月 1日（30 歳）
までに生まれた者で１級建築士の資格を有し、建築士として
の経験を 5年以上有する者

中級（短卒）

初級（高卒）

■申込・問い合わせ先
　〒 891‐3193
　鹿児島県西之表市西之表 7612 番地
　西之表市役所総務課人事係
　℡ 0997‐22‐1111 内線 204
　【HP】 http://www.city.nishinoomote.lg.jp/ 

※業務・職務経験には、企業・団体等に 6か月以上継続して就業した期間が該当いたします。業務・職務経験が複数の場合は通算す
ることができます。ただし、アルバイト等は該当しません。
　なお、最終合格決定後、職務経験の確認のため、職歴証明書等の提出をしていただきます。

【
試
験
日
及
び
内
容
】

第
１
次
試
験
：
1
月
17
日
（
日
）

　
　
　
（
教
養
試
験
・
各
種
適
性
検
査
）

【
採
用
時
期
】
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降

【
給
与
】
給
与
は
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
大
学
を
22
歳
で
卒
業
、
即

企
業
・
団
体
等
に
就
職
し
職
務
経
験
が

13
年
あ
る
と
み
な
し
た
年
齢
35
歳
の
者

の
場
合
、
給
料
月
額
24
万
５
千
円
程
度

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
額
は

条
例
改
正
に
よ
り
変
動
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

右
記
の
給
料
の
ほ
か
、
通
勤
手
当
・

住
居
手
当
・
扶
養
手
当
・
期
末
手
当
・

勤
勉
手
当
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
支

給
条
件
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
受
験
手
続
】

　

受
験
申
込
書
は
、
西
之
表
市
役
所
総

務
課
人
事
係
で
配
布
し
ま
す
。

　

西
之
表
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。(http://

w
w
w
.city.nishinoom

ote.lg.jp/)
　

郵
便
で
請
求
す
る
と
き
は
、
封
筒
の

表
に
「
受
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
し
、

82
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信

用
封
筒
（
長
形
３
号
12
㎝
×
23.5
㎝
）
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参

（
受
験
票
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
本

人
が
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。）

【
申
込
受
付
期
間
】

　

11
月
25
日
（
水
）
〜
12
月
24
日
（
木
）

（
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
は
除
く
）

【
受
付
時
間
】

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
郵
送
申
し
込
み
の
場
合
は
、
12
月
24

日
消
印
有
効

【
提
出
書
類
】
受
験
申
込
書
兼
受
験
票

※
自
筆
で
記
入
し
写
真
を
必
ず
２
か
所

に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

　

記
載
内
容
等
に
不
備
が
あ
る
場
合
、

申
し
込
み
を
受
付
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
事
項
を
よ
く
読

ん
で
、
丁
寧
に
遺
漏
の
な
い
よ
う
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

西之表市職員募集について

５年以上の経験者募集！

一般行政職・建築技術職



中
央
墓
園
墓
地
（
上
之
原
町
）
墓
地
使
用
権
の
公
募
に
つ
い
て

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
財
産
監
理
課
管
理
係　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
８
４

※当選者は抽選会の中で、抽選結果順位の上位順に使用区画を指定
または辞退することになります。現地に区画表示を行っていますの
で下図を参照に、必ず下見をお願いします。

　

上
之
原
町
の
中
央
墓
園
内
墓
地
の
永

代
使
用
権
の
返
還
に
伴
い
、
空
き
区
画

が
生
じ
ま
し
た
の
で
、
墓
地
の
永
代
使

用
権
の
公
募
抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

提
出
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
抽

選
会
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
左
記
を
ご

確
認
の
う
え
事
前
に
準
備
し
、
不
明
な

点
が
あ
る
場
合
は
必
ず
財
産
監
理
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
公
募
抽
選
区
画
】

　

全
２
区
画
（
下
表
）

　

Ｂ
‐
１
０
０
、
Ｄ
‐
６
６

※
事
前
に
現
地
の
下
見
を
行
っ
た
上

で
、
公
募
区
画
の
優
先
順
位
と
公
募

区
画
が
当
選
し
た
場
合
に
そ
れ
ぞ
れ
の

区
画
に
対
し
て
申
込
む
か
辞
退
す
る
か

を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

【
抽
選
会
の
日
時
】

受
付
開
始
時
刻
：

　

平
成
28
年
１
月
14
日
（
木
）
９
時
30
分
〜

※
10
時
以
降
は
会
場
に
入
室
で
き
ず
抽

選
会
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
（
抽
選
会

終
了
ま
で
出
入
口
を
施
錠
し
ま
す
）。

余
裕
を
も
っ
て
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
抽
選
会
の
会
場
】

　

市
役
所
２
階
入
札
室

※
会
場
は
中
央
墓
園
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
抽
選
会
に
持
参
す
る
も
の
】

①
永
代
使
用
権
料
６
万
９
千
円

②
印
鑑
（
認
印
可
）

③
委
任
状
（
※
抽
選
会
に
代
理
人
が
参

加
す
る
場
合
の
み
必
要
と
な
り
ま
す
）

※
受
付
時
に
①
〜
③
の
持
参
が
な
い
場

合
は
、
抽
選
会
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
注
意
事
項
】

※
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
、

市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と
、
中
央
墓
園

内
に
墓
地
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
、
を

参
加
の
条
件
と
し
、
誓
約
書
に
署
名
押

印
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
抽
選
会
当
日
、
申
込
者
の
都
合
が
悪

い
場
合
は
代
理
人
の
参
加
を
認
め
ま
す

が
、
必
ず
委
任
状
（
様
式
任
意
）
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
永
代
使
用
権
料
（
６
万
９
千
円
）
を

抽
選
日
当
日
に
納
付
で
き
る
よ
う
会
場

に
持
参
く
だ
さ
い
。

※
５
年
以
内
に
納
骨
堂
等
を
建
立
し
な

い
場
合
、
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が

あ
り
ま
す(

中
央
墓
園
管
理
規
程
第
11

条
）。

中
央
墓
園
墓
地
（
上
之
原
町
）
墓
地
使
用
権
の
公
募
に
つ
い
て

■
問
い
合
わ
せ
先

市市
役
所
役
所
財
産
財
産
監
理
監
理
課
管
課
管
理
係
理
係

℡℡
２
２
‐
１
１
１
１

線
内
線
２
８
４



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

1010000
20

111111
1

1010000
31

111111
8

〜



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

1010000
24

111111
8

111111
11

1010000
28



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

101000
20

101000
21

101000
28

11111
2



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

厚揚げ　　　　　………　4枚
しめじ　　　　　………　1パック
えのきたけ　　　………　1パック
あさつき　　　　………　少々
大根　　　　　　………　5～ 6㎝
酒・みりん　　　………　大さじ 1
濃口しょうゆ　　………　大さじ 1.5
バター　　　　　………　大さじ 2
レモン汁　　　　………　少々
油　　　　　　　………　大さじ 2

①しめじは石づきを切って小房に分け、えのきたけは石づきを切って長さを 3等分します。
②厚揚げは、3等分に切ります。
③フライパンを熱し、油を入れて厚揚げを焼きます。焼き色が薄くついたら裏返して①を加え、酒をふり入れ、
蓋をして約 5～ 6分焼きます。
④③にバターを加え、濃口醤油とみりんを全体に振ります。
⑤大根は、おろして水気を軽く絞り、レモン汁をかけ、あさつきの小口切りを混ぜます。
⑥器に厚揚げと、きのこを汁ごと盛り、⑤を添えます。

11111
7

11111
5



募　

集

募

集

平
成
28
年
度
西
之
表
斎
苑
（
火

葬
場
）
管
理
者
募
集

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
下
記
の
と
お

り
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
関
係
書

類
を
添
え
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

【
募
集
人
員
】
１
名

【
申
込
資
格
】
西
之
表
市
内
に
居
住
す
る

18
歳
以
上
65
歳
未
満
の
健
康
な
者

【
委
託
期
間
】

　

平
成
28
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　

〜
平
成
29
年
３
月
31
日

【
勤
務
場
所
】
西
之
表
斎
苑

【
勤
務
時
間
】
市
長
が
指
示
し
た
時
間

（
土
日
及
び
年
末
年
始
も
含
む
）

【
勤
務
内
容
】

　

火
葬
業
務
及
び
施
設
管
理
業
務

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
委
託
料
】

　

市
が
定
め
る
規
定
に
よ
り
支
給

【
提
出
書
類
】

①
自
筆
履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
で
可
、

　

写
真
貼
付
）

②
市
税
の
完
納
証
明
書
（
市
民
生
活
課

　

発
行
）
又
は
納
税
確
約
書
（
税
務
課

発
行
）

③
作
文
（
７
５
０
字
程
度
・
自
筆
に
限

る
。）
題
名
「
斎
苑
管
理
業
務
に
あ
た
る

私
の
心
が
ま
え
」

【
提
出
期
限
】

　

平
成
28
年
１
月
８
日
（
金
）
17
時
15

分
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
時
間

厳
守
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
市
民
生
活
課
環
境
安
全
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
４

お 

知 

ら 

せ

お
知
ら
せ

市
民
清
掃
の
お
知
ら
せ

（
道
路
の
空
き
缶
等
拾
い
）

　

12
月
20
日
（
日
）
に
、
例
年
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
「
市
民
総
参
加
に
よ
る

道
路
清
掃
（
地
域
道
路
の
空
き
缶
等
拾

い
）」
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
道
路
清
掃
を
通
し
て
、
ポ

イ
捨
て
や
不
法
投
棄
等
を
な
く
し
て
、

き
れ
い
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

清
掃
を
行
う
際
は
、
危
険
箇
所
や
交

通
安
全
に
十
分
気
を
付
け
て
、
無
理
の

な
い
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。（
中
学
生
以

下
は
、
保
護
者
同
伴
か
地
域
育
成
会
単

位
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。）

【
日
時
】
12
月
20
日
（
日
）
９
時
〜
10
時

※
雨
天
中
止
（
中
止
の
場
合
は
防
災
行

政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

【
場
所
】
お
住
ま
い
の
周
辺
道
路
（
集
落

単
位
で
お
願
い
し
ま
す
。）

【
作
業
要
領
】
清
掃
作
業
で
回
収
し
た
空

き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
は
、
事
前
に

地
域
に
配
布
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
用
の
旧
ご
み
袋
に
、
可
燃
ご
み

　

市
で
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
「
の

び
っ
子
」
の
平
成
28
年
度
学
校
給
食
用

物
資
納
入
業
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

【
納
入
業
者
指
定
条
件
】

①
保
健
所
の
営
業
許
可
が
あ
る
こ
と
。

（
営
業
許
可
証
の
提
出
。
た
だ
し
、
地
元

生
産
者
は
除
く
。）

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

③
市
場
取
引
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
た
だ
し
、
地
元
生
産
者
は
除
く
。）

④
冷
蔵
・
冷
凍
設
備
が
完
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
。（
肉
類
・
魚
介
類
・
冷
凍
食
品

等
の
保
管
）

⑤
１
回
に
最
大
１
６
０
０
人
分
程
度
の

納
品
が
で
き
る
こ
と
。

⑥
電
話
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑦
従
業
員
の
検
便
証
明
が
学
期
に
１
回

提
出
で
き
る
こ
と
。

⑧
計
量
器
を
２
基
以
上
所
有
し
て
い
る

こ
と
。

⑨
自
動
車
を
所
有
し
、
物
品
を
納
品
で

き
る
こ
と
。
た
だ
し
、
肉
類
・
魚
介
類
・

冷
凍
食
品
等
に
つ
い
て
は
、
保
冷
能
力

の
あ
る
運
搬
車
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
。

⑩
使
用
当
日
に
、
７
時
30
分
か
ら
８
時

30
分
ま
で
に
納
品
で
き
る
こ
と
。
品
目

に
よ
っ
て
は
指
定
し
た
時
間
帯
に
従
っ

て
納
品
で
き
る
こ
と
。

【
指
定
納
入
品
目
】
肉
類
、
ハ
ム
・
ベ
ー

コ
ン
類
、
魚
介
類
、
練
製
品
、
卵
、
豆

腐
類
、
野
菜
・
果
物
類
、
調
味
料
、
こ

ん
に
ゃ
く
、
麺
類
、
一
般
物
資
、
冷
凍

食
品
（
凍
菜
）、
も
や
し
類
、
乳
製
品
、

乾
物
、
油

【
応
募
方
法
】「
学
校
給
食
用
物
資
納
入

業
者
指
定
願
」
等
の
必
要
書
類
を
給
食

セ
ン
タ
ー
に
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

関
係
す
る
証
明
書
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
提
出
期
限
】
12
月
24
日
（
木
）
17
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
「
の
び
っ
子
」

　

℡
２
３
‐
５
６
６
１

学
校
給
食
物
資
納
入
業
者
の
募
集



年末年始のごみの収集・ごみの持ち込み・
　　　　　　　　　し尿のくみ取りについて

　ごみの収集は、12月 31 日（木）～ 1月 3日（日）まで休業します。休業中にごみステーショ
ンにごみを放置しないようにお願い致します。
　また、年末の大掃除などで出る多量のごみについては、種子島清掃センター等に直接持ち込
んでください。
　年末年始の受入れ時間は、下記の通りです。通常と異なりますのでご注意ください。

　　　～ 12/30（水） 12/31（木） 1/1（金）～ 1/3（日）

種子島清掃センター
℡ 28‐3310　有料

日　　　休み
月～土　8:30 ～ 17:00
※12/20（日）はボランティ
ア清掃ごみのみ受け入れます。

8:30 ～ 12:00 休み

種子島クリーン産業
℡ 23‐5005　無料

日      休み
月～土    9:00 ～ 12:00
　　　  13:00 ～ 17:00

9:00 ～ 11:00 1/1 ～ 1/4
休み

旧牧之峯不燃物埋立地
無料

日　　     9:00 ～ 11:30
　　   　13:00 ～ 17:00
月～土   13:00 ～ 17:00

9:00 ～ 11:30 休み

　年末は、し尿のくみ取り依頼が集中するため、ご希望の日に出来ないことがあります。また、
12 月 10 日（木）までに申し込みいただかないと、1月 4日（月）からのくみ取りになる場合が
あります。
　ご迷惑をお掛けいたしますが、年末年始に向けた計画的な申し込みをお願いします。
■し尿くみ取り申込先
　西之表清掃社　℡ 22‐1620（土曜日と祝日は午前中のみ営業、日曜日は休み。）

●し尿のくみ取りについて

（
白
色
の
ご
み
袋
）
と
不
燃
ご
み
（
赤
色

の
ご
み
袋
）
を
分
別
し
て
入
れ
、
清
掃

終
了
後
に
指
定
さ
れ
た
場
所
（
公
民
館

等
）
に
持
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
道
路
上
に
放
置
す
る
と
回
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
種
子
島
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ

な
い
物
は
、
回
収
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
家
電
等
の
う

ち
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
凍
冷
蔵
庫
・

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
、
パ
ソ
コ
ン
等
）

　

詳
し
く
は
、
各
家
庭
に
配
布
し
て
あ

る
「
ご
み
分
別
の
手
引
き
」
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
草
払
い
に
よ
る
ご
み
な
ど
は

回
収
し
ま
せ
ん
。
地
域
で
処
理
を
お
願

い
し
ま
す
。（
伐
採
木
・
剪
定
枝
・
竹
・

草
は
旧
牧
之
峯
不
燃
物
埋
立
地
内
の
仮

置
場
で
受
け
入
れ
ま
す
の
で
、
持
ち
込

む
場
合
は
分
別
し
て
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。
受
入
時
間
帯
は
日
曜
日
は
、
９
時

〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
17
時
、
平
日
は

13
時
〜
17
時
で
す
。）

※
タ
イ
ヤ
等
を
回
収
し
た
場
合
は
、
本

数
と
場
所
を
左
記
（
市
民
生
活
課
）
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
軍
手
は
各
自
で
御
準
備
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
市
民
生
活
課
環
境
安
全
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
４



後
納
制
度

　

年
金
制
度
が
改
正
さ
れ
、
後
納
制
度
を

利
用
で
き
る
期
間
が
過
去
10
年
か
ら
５
年

に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

過
去
５
年
以
内
に
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
方
は
、
申
込
に
よ
り
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
限

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月
ま

で
の
３
年
間

申
込
先

・
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

・
市
役
所
国
民
年
金
係

後
納
制
度
で
保
険
料
を
納
め
る
と
…

・
年
金
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

・
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

年
金
受
給
資
格
期
間
の
短
縮
に
つ
い
て

　

年
金
の
受
給
資
格
期
間
は
、
消
費
税
率

10
％
へ
の
引
上
げ
時
（
平
成
29
年
４
月
）

に
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮
さ
れ
る
予
定
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
あ
る
方
へ

　
　
　
　
　
　
　

５
年
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

■問い合わせ先
　西之表市地域包括支援センター（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡ 23‐5225

■問■問 合い合わせわせ先先
　西之表市地域包括支援センター（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡ 23‐5225

11
月
か
ら
塰
泊
地
区
（
塰
泊
安
徳
会
）
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
よ
ろ
〜

て
元
気
ア
ッ
プ
体
操
教
室
が
始
ま
り
ま
し
た
。

11
月
４
日
に
開
講
式
と
体
力
測
定
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
決
め
て

「
み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
な
」
と
元
気
よ
く
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
毎
週
火
曜
日
に
公
民
館
に
集
ま
り
元
気
ア
ッ
プ
体
操
を
行
い
ま

す
。３
か
月
後
の
元
気
に
な
っ
た
自
分
を
想
像
す
る
と
楽
し
く
な
り
ま
す
ね
。

　
「
体
操
を
や
っ
て
み
た
い
な
」「
ど
ん
な
体
操
か
な
」
な
ど
興
味
の
あ
る

地
域
に
は
説
明
に
伺
い
ま
す
。
説
明
会
を
ご
希
望
の
地
域
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
た
お
れ
ん
か
ら
だ
体
操
の
名
称
を
変
更
し
て
実
施
し
ま
す
。）

『
よ
ろ
〜
て
元
気
ア
ッ
プ
体
操
教
室
』
が
始
ま
り
ま
し
た

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
５
年
以

内
に
納
め
忘
れ
の
期
間
（
納
付
・
免
除

以
外
）
や
未
加
入
期
間
を
お
持
ち
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
①
の
期

間
の
ほ
か
、
任
意
加
入
中
に
納
め
忘
れ

の
期
間
を
お
持
ち
の
方

③
65
歳
以
上
の
方
で
年
金
受
給
資
格
が

な
く
任
意
加
入
中
の
方
な
ど

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

は
お
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

　平成 27年 10月から平成 28年 3月ま
での後納保険料（毎年度改定されます。）

後納保険料額 内加算額
平成 22 年度 15,900 円 800 円
平成 23 年度 15,520 円 500 円
平成 24 年度 15,220 円 240 円
平成 25 年度 15,040 円 加算なし

※納付期限について
　平成 22年 12月分は平成 27年
12月 31 日が納付期限です。

▲体操の様子
　手・足に自分に合った重さの重り
を付けて行います



「
は
や
ぶ
さ
２
」
が
目
指
す

小
惑
星
の
名
称
が
決
定
！

　

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
２
」

が
目
指
す
小
惑
星
１
９
９
９
Ｊ
Ｕ
３

の
名
称
が
「
Ｒ
ｙ
ｕ
ｇ
ｕ
」（
リ
ュ

ウ
グ
ウ
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
「
は
や
ぶ
さ
２
」
は
、
地
球

と
似
た
軌
道
に
沿
っ
て
太
陽
の
周
り

を
回
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
12
月
３

日
に
は
地
球
に
接
近
し
、
※
地
球
ス

イ
ン
グ
バ
イ
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。
そ
の
後
２
０
１
８
年
に
「
Ｒ
ｙ

ｕ
ｇ
ｕ
」
に
到
達
し
、
２
０
２
０
年

に
地
球
に
帰
還
す
る
予
定
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
「
は
や
ぶ
さ
２
」
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
成
功
す
る
よ
う
に
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

※
地
球
ス
イ
ン
グ
バ
イ
と
は
、
地
球

の
引
力
を
利
用
し
て
軌
道
を
変
え
た

り
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
。

宇
宙
科
学
技
術
館

年
末
年
始
の
ご
案
内

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
館

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

年
末
年
始
は
、
平
成
27
年
12
月
28

日（
月
）〜
平
成
28
年
１
月
１
日（
金
）

ま
で
休
館
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
施

設
案
内
ツ
ア
ー
も
運
休
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　

宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
平
成
28

年
１
月
５
日
（
火
）
〜
７
日
（
木
）

に
「
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

宇
宙
科
学
技
術
館
（
２
６
‐
９
２
４

４
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

掘
れ
！
打
て
！

　
　

鴻
之
峯
ふ
る
さ
と
交
流
大
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
・
２
５
８

　

10
月
25
日
の
第
５
回
ふ
る
さ
と
ま
な

び
〜
隊
で
は
、
旧
鴻
之
峯
小
学
校
で
行

わ
れ
た
「
鴻
之
峯
ふ
る
さ
と
交
流
大
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
安
納
イ
モ
の
収
穫
を
体
験
し
ま

し
た
。
顔
の
大
き
さ
と
同
じ
く
ら
い
の

サ
イ
ズ
の
イ
モ
に
子
ど
も
た
ち
も
大
喜

び
。
収
穫
後
は
、
中
割
校
区
の
方
と
一

緒
に
チ
ー
ム
を
作
っ
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
持
ち
方
な
ど
を
優

し
く
教
え
て
も
ら
う
と
、
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
が
２
人
で
る
な
ど
、
と
て
も
上
手

に
楽
し
く
プ
レ
ー

で
き
ま
し
た
。

　

閉
会
式
後
に
安

納
イ
モ
を
お
土
産

に
も
ら
い
、
楽
し

く
充
実
し
た
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

親
子
読
書
会
に
来
ま
せ
ん
か
？

　

図
書
館
で
は
毎
月
第
２
土
曜
日
午
後

２
時
か
ら
親
子
読
書
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
対
象
は
乳
幼
児
〜
小
学
生
位
ま

で
で
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

　

季
節
や
行
事
に
ち
な
ん
だ
紙
芝
居
・

大
型
絵
本
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
の

お
話
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

★
親
子
読
書
会
で
よ
く
あ
る
質
問

Ｑ　

参
加
す
る
に
は
予
約
が
必
要
で
す
か
？

Ａ　

予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
、

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

Ｑ　

乳
幼
児
に
は
ち
ょ
っ
と
時
間
が
長

　

い
気
が
し
ま
す

Ａ　

途
中
入
退
場
Ｏ
Ｋ
で
す
。
お
話
の

　

途
中
に
歌
あ
そ
び
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な

　

ど
も
し
て
気
軽
に
参
加
し
て
も
ら
え

　

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

少
し
ず
つ
本
に
親
し
ん
で
い
き
ま

　

し
ょ
う
。

次
回
の
親
子
読
書
会
は
12
月
12
日
（
土
）



（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

小
川　

い
く
子
川
迎

小
川　

修

石
田　

清
德

寺
之
門

石
田　

マ
キ

村
田　

ヤ
ス
子
池
野

村
田　

光
昭

本
城　

輝
茂

塰
泊

本
城　

君
枝

塰
河　

キ
ヨ
子
塰
泊

塰
河　

長
藏

（
出
生
児
）
（
性
別
）

（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

長
野　

優ゆ

の乃

女

竜
也

綾

大
花
里

服
部　

泰た
い
せ
い青

男

太
一
朗
み
ど
り
松
畠

鮫
島　

茉ま
つ
り莉

女

昇
樹

あ
ゆ
み
能
野
里

坂
下　

綺き

あ愛

女

大
樹

明
里
奈
塰
泊

岩
坪　

詩し

の乃

女

正
一
郎
夕
子

松
畠

森
田　

陽ひ
な
た大

男

容
企

愛
美

桜
園

森　

花は
な

女

龍
義

梨
加

鞍
勇

栗
田　

晴は

る琉

男

修

香
菜
子
榕
城
中
目

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3804 4292 8096 3972
上西 247 284 531 285
下西 1075 1232 2307 1166
国上 576 627 1203 614
伊関 198 216 414 208
安納 206 220 426 223
現和 661 671 1332 681
安城 151 171 322 175
立山 58 54 112 57
中割 53 50 103 60
古田 198 234 432 208
住吉 429 509 938 516

［火　災］
 出火件数　 4 件
 うち建物　 0 件
［救　急］
 出動件数　49件
 うち急病　26件

発生件数　19件
死 者　  0 人
負 傷 者　20人

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［人口］
全体 16,216 人（＋     9）
男性   7,656 人（＋     1）
女性   8,560 人（＋     8）

［世帯数］
世帯（－     1）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

本
城　

誠

65

塰
泊

濱
松　

シ
ヅ

94

浦
田

西　

サ
ワ
子

86

生
姜
山

村
川　

道
子

57

上
之
原
町

長
野　

正
敬

68

枦
之
峯

平
田　

サ
ダ

84

深
川

牧
瀬　

友
郎

83

小
牧

牧
瀬　

勝
巳

84

川
迎

山
口　

ヱ
チ
子

78

大
野

向
江　

利
秋

97

下
郷

山
﨑　

今
男

101

奥

渡
瀬　

チ
ヨ

92

西
町

小
山
田　

昭
男

67

現
和
上
之
町

（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

時
吉　

亮
介　
　
　

小
牧

　
　

＆

堀　

昌
子　
　
　
　

川
迎

川
内　

駿　
　
　
　

野
木
之
平

　
　

＆

濱
松　

志
織　
　
　

中
西

本人確認方法が変わります！

　平成 28 年 1 月からマイナンバー
の利用が始まることに伴い、本人確
認方法が変わります。従来の「身元
確認」（手続をしている方が本人であ
る確認）に加え、「番号確認」（正し
い番号であることの確認が必要とな
り、この２つの確認がワンセットに
なって「本人確認」となります。身
元確認は運転免許証などで、「番号確
認」は通知カードなどで行います。
　なお、無料で取得できる個人番号
カードは、「身元確認」と「番号確認」
が１枚でできる唯一の証明書です。
この機会にぜひ取得をご検討くださ
い。
　詳しくは、市民生活課市民係にお
問い合わせください。
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る確認）に加え、「番号確認」（正し
い番号であることの確認が必要とな
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詳しくは、市民生活課市民係にお

問い合わせください。



桜
島
あ
か
ね
の
色
に
浮
き
出
で
て
今
日
も
ギ
バ
レ
と
我
を
は
げ
ま
す

病
む
わ
れ
に
ポ
ト
リ
と
落
つ
る
点
滴
の
こ
の
一
滴
に
命
つ
な
げ
り

寒
風
の
庭
に
時
満
ち
水
仙
は
空
突
く
よ
う
に
葉
先
を
伸
ば
す

遠
き
日
の
秋
雨
の
午
後
亡
父
し
の
ぶ
傘
届
け
く
れ
し
友
の
分
ま
で

松
ぼ
っ
く
り
あ
ま
た
敷
く
河
岸
寂
と
し
て
仲
秋
の
潮
橋
く
ぐ
り
寄
す

あ
ち
こ
ち
に
孫
の
残
し
し
忘
れ
物
消
す
に
消
せ
な
い
テ
レ
ビ
の
手
の
形

裏
山
の
カ
ラ
ス
の
家
族
の
お
し
ゃ
べ
り
を
聞
き
つ
つ
今
朝
も
厨

く
り
や

に
立
ち
ぬ

療
養
の
吾
を
ひ
と
夏
守
り
た
る
ゴ
ー
ヤ
の
カ
ー
テ
ン
今
日
剪き

ら
れ
ゆ
く

行
く
程
に
上
着
脱
ぎ
ゆ
く
ふ
る
さ
と
は
夏
日
と
ぞ
思
ふ
霜
月
に
し
て

歌
会
に
思
わ
ず
歌
う
「
故
郷
」
を
つ
ど
い
し
皆
と
合
唱
と
な
り

孤
独
で
も
ば
あ
ば
の
幸
は
ひ
ざ
の
猫
互
い
を
い
や
す
心
と
心

折
々
に
テ
レ
ビ
に
映
る
猫
を
見
て
一
番
席
に
座
す
我
が
家
猫

我
が
心
澄
み
ゆ
く
ま
で
を
魚
の
ご
と
自
在
に
水
に
潜
り
て
み
た
し

真
夜
に
鳴
く
梟

ふ
く
ろ
うの

声
悲
し
げ
に
父
呼
ぶ
ご
と
し
母
呼
ぶ
ご
と
し

適
齢
期
過
ぎ
た
る
花
等
に
語
り
か
け
も
う
い
っ
と
き
が
ん
ば
ろ
う
国
文
祭
ま
で
と

つ
ら
い
道　

自
分
で
開
く　

ど
根
性

東
町
・
池
亀
カ
ヅ
エ

天
神
町
・
河
東　

鏡
自

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　

和
子

東
町
・
德
永
ソ
ヨ
子

西
町
・
名
越　

和
子

西
町
・
濱
田　

千
代

野
木
平
・
日
笠
山
エ
チ
子

東
町
・
牧
瀬　

克
英

北
九
州
市
・
宮
島　

洋
子

わ
ら
び
苑
・
村
永
マ
サ
子

白
石
・
森　

ア
イ
子

本
立
・
吉
永　

正

本
立
・
吉
永
タ
ツ
子

中
野
・
吉
原　

昭
保

東
町
・
和
田　

正
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
と
く
よ
し

区　分 島内産 島外産
入荷量 10 トン 41 トン
51 トン （20％） （80％）
取引額 314 万円 795 万円
1,109 万円 （28％） （72％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 735 392 6,652 940
葉 茎 菜 類 661 345 9,269 1,825
果 菜 類 2,195 712 2,741 924
そ の 他 5,933 951 7,881 1,477
小 計 9,524 2,400 26,543 5,166

果
物
類

かんきつ類 0 0 6,168 642
果 瓜 類 0 0 8 2
そ の 他 14 6 6,879 1,418
小 計 14 6 13,055 2,062

鳥卵・加工品等 191 115 1,193 328

花　類
33,031

621
4,715

328
本 本

青
果
状
況
【
10
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
11
月
の
休
み
》
2
日
・
6
日
・
9
日
・
13
日
・
20
日
・  　

　
　
　
　
　

  

23
日
・
31
日

　

市
政
の
窓
11
月
号
10
ペ
ー
ジ
「
ま
ち
の
わ
だ
い
」
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
、

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）【
第
３
部
】
ブ
ロ
ー
ド
リ
ー　

ゴ
ー
ル
ド
ロ
イ　

マ
リ
ア

（
正
）【
第
３
部
】
ブ
ロ
ー
ド
リ
ー　

ゴ
ー
ル
ド
ロ
イ　

ス
ペ
リ
オ
ー
ル

編
集
後
記

　

今
月
の
表
紙
は
「
黒
潮
文
化
交
流
の
祭
典
」。
戦
国
合
戦
絵
巻

は
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
で
、
戦
国
武
者
も
カ
メ
ラ
を
構
え
て
ま

し
た
。（
笑
）
大
迫
力
の
火
縄
銃
の
試
射
は
、
た
く
さ
ん
写
真
を

撮
っ
て
き
れ
い
に
写
っ
た
１
枚
を
採
用
し
ま
し
た
。
あ
れ
だ
け

た
く
さ
ん
の
試
射
が
あ
っ
た
の
に
き
れ
い
に
撮
れ
た
の
は
数
枚
。

そ
れ
で
も
う
れ
し
く
な
っ
て
周
り
の
人
に
つ
い
つ
い
自
慢
。
写

真
の
善
し
悪
し
は
良
く
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、「
お
っ
い
い
か

ん
じ
」
と
思
え
る
時
は
楽
し
い
気
分
に
な
り
ま
す
ね
。
逆
に
失

敗
し
た
時
は
す
ぐ
に
異
動
し
た
く
な
り
ま
す
が
・
・
・
。（
俊
）

【
日
時
】
平
成
28
年
１
月
３
日
（
日
）
10
時
30
分
〜
式
典

【
対
象
者
】
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
者

【
場
所
】
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

恩
師
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
上
映
予
定
！



（有）まつもり公益社（有）まつもり公益社
123-4343

ベルホールさくら会館

まずはお気軽にご相談ください。

ベルホールさくら会館

家族葬 やすらぎプラン（20名）

50名のあじさい会館
家族葬プランもございます

30万円（税別）会員サービス可能

まずはお気軽にご相談ください。

家族葬 やすらぎプラン（20名）
30万円（税別）会員サービス可能
別途料金がかかるもの
　お布施・通夜・告別式・火葬場の飲食・家族生花分・火葬料

かもめ薬局
西之表市鴨女町95  TEL 0997－23－1232　FAX 0997－28－3620

全ての医療機関の
処方せんを受け付けます。

処方せん受付・保険調剤処処処処処

市丸タクシーさん

九州電力さん 市民
体育館ドラッグストア

酒井酒店さん

種子島石油さん

コンビニ

うすもと金物店さん
↑至 種子島空港

営業時間：月～土曜日 午前9時～午後6時　定休日：日曜・祝日

鴨女町 ハーモニーセンター 百合砂診療所横に

オープン!!

立地協定締結により西之表市から奨励事業者として承認されました

→至 中種子

ハーモニーセンター

コインランドリーRipple
FIELD-K

開設事業所（株）国上屋


